
　11月24日（火）に坂祝町赤十字奉仕団・サルビア会の会員5
名が、下呂市役所を訪れ、「令和2年7月豪雨災害の義援金」
123,520円を手渡しました。
　同木村委員長は、「被災された方は、新型コロナウイルス感染
拡大も重なり、生活に不安を感じていると思います。被災地の
一日も早い復興をお祈りいたします」と話されました。

　11月26日（木）みのかも定住自立圏共生ビジョン歴史マンガ
PR事業として小学校6年生対象に、今年も講談師『旭堂南海氏』
に歴史マンガ「夕雲の城」「猿啄の春」を講談仕立てにして披露
していただきました。講談を聞いた後、生徒が自分の好きな教
科・嫌いな教科・将来の夢等を講談風にして話す体験をしました。
　午後は中学校で「古典芸能鑑賞会」として『旭堂南海氏』の講談
を鑑賞し、合わせて「命について考える会」として「夕雲の城」「猿
啄の春」のマンガ家渡辺浩行氏のお話を聞きました。コロナウイ
ルス感染拡大防止の為、3年生は体育館で、1、2年生はリモート
で行いました。生徒はふるさとの歴史への誇りと講談を頭でイ
メージすることの楽しさ・面白さを感じ、ストーリーに込められ
た「命を大切にすること」についてメッセージをしっかり受け止
めることができました。

　11月26日（木）坂祝町役場3階町長室において、長年にわたり、樋
管管理人として日常点検や木曽川増水時の操作を行って頂いた功績が
認められた、土屋芳郎氏、伊藤和政氏が国土交通省木曽川上流河川事
務所から表彰を受けられました。

　11月6日（金）保健センターにおいて「８０２０運動」（８０歳を過ぎ
ても20本以上自分の歯を保とうという全国的な運動）の達成者が表彰さ
れました。これは、かかりつけの歯科医で健診を受け、ご自身の歯が20
本以上ある方を対象に表彰を行ったものです。自分の歯でよくかんでゆっ
くりと楽しみながら食べることは、心と体の健康を保ち、生活の質を高め、
人生をより豊かなものにしてくれます。

　県内のレディーが、年齢別の各部に分かれ、全国大会の
代表選手を選考する大会として毎年開催される大会ですが、
新型コロナウイルス感染症の関係で全国大会は中止となり
ましたが、坂祝町からも県スポ大会代表選手が参加し、熱
戦を展開、次の成績を挙げました。
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